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ローされるようになった。X-1 年 Cr 1.8mg/dl と高値のため当院紹
介。両腎萎縮し、蛋白尿見られず高血圧の既往から腎硬化症による
慢性腎不全と診断。近医で再フォローしていただくこととなった。
X 年 5 月 Cr が 2.09mg/dl になったとのことで 6/8 再度当院に紹介。
以後当科でフォローとなったが急速に腎機能が悪化していき、8/13
より食欲低下、下痢、嘔気が出現。8/20 には 39℃の発熱が出現し
たため当院救急受診。CRP 13mg/dl、Cr 7.9mg/dl であったため精
査加療目的に入院。原因を検索したところ X-1 年の採血で抗核抗体
(ANA) が Discrete sp であることが判明。手指がソーセージ様に変
化しており、抗セントロメア抗体が陽性の強皮症と診断された。ま





年の時点で ANA が Discrete sp であることから抗セントロメア抗





















【対象と方法】対象は外来通院中の COPD 患者 28 症例（男性 25 例、
女性 3 例）。平均年齢 76.3 歳、GOLD I 期 6 例、II 期 15 例、III 期 7 例。
インダカテロールを新規（5 例）、上乗せ（2 例）、切り替え（21 例）
にて投与し、治療前後で COPD assessment test(CAT) と呼吸機能
検査を行った。
【結果】インダカテロール投与前後で全症例では CAT スコアが
14.9 から 13.7 へ低下、新規＋上乗せ症例では 15.4 から 7.6 へと有意
に (p ＜ 0.05) 低下した。呼吸機能検査では FVC、FEV1、IC、PEF
ともに若干の改善を認めたが、新規、上乗せ、切り替え例ともに有
意ではなかった。吸入手技の習得度は手順の 14 項目中 1 項目問題
ありが 7 例で、短期的な習得度は良好であった。副作用として咳が
5 例に認められた。
【考察】他の長時間作用型β刺激剤からの切り替え例では明らかな
改善効果は認めなかったが、新規、LAMA への上乗せ例において
はインダカテロールの投与は有効な可能性がある。
